
資源有効利用促進法に基づく自主回収及び再資源化の各事業者等による実施状

況の公表について 

 

 資源有効利用促進法に基づき、事業系パソコンについては製造及び輸入販売事業者に対して、小形二

次電池（ニカド電池、ニッケル水素電池、リチウム二次電池、小形制御弁式鉛電池）については電池の

製造及び輸入販売事業者並びに電池使用機器の製造及び輸入販売事業者に対して、平成１３年４月１日

から自主回収及び再資源化が義務づけられています。また、家庭系パソコンについても、平成１５年１

０月から製造及び輸入販売事業者に対して自主回収及び再資源化が義務づけられました。 

 これらの製品に係る平成２２年度の自主回収・再資源化の実施状況について公表します。 

なお、各事業者等の自主回収及び再資源化の実施状況については、各事業者及び関係団体等より、ホ

ームページ等を通じて公表されています。 

１．パソコン（事業系と家庭系の合計） 

（１）自主回収実績 

①平成２２年度実績 

製品区分 回収重量(t) 回収台数(台) 

デスクトップパソコン 
2,167 

(2,179) 

201,169 

(194,825) 

ノートブックパソコン 
535 

(498) 

160,516 

(148,354) 

ブラウン管式表示装置 
1,375 

(1,746) 

83,497 

(108,617) 

液晶式表示装置 
1,117 

(872) 

154,873 

(134,666) 

合  計 
5,194 

(5,295) 

600,055 

(586,462) 

※ 表中の上段は平成２２年度実績、下段括弧書は平成２１年度実績で、各事業者（自主回収及び再資

源化の義務のある事業者のみ集計し、義務者不存在分を対応した事業者を除く）の公表実績値を集

計した。 

※ 本年度集計の平成２２年度及び平成２１年度の自主回収実績には製品リユースのための回収実績

が含まれる。 

※ 自主回収実績、再資源化実績の表中の数字は四捨五入のため、合計等は必ずしも一致しない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



②回収台数の推移 

 

（２）再資源化実績 

①平成２２年度実績 

製品区分 処理量(t) 処理台数(台) 再資源化量(t) 再資源化率(%) 法定目標(%) 

デスクトップパソコン 
1,964 

(1,935) 

181,617 

(171,493) 

1,495 

(1,488) 

76.1 

(76,9) 
50 

ノートブックパソコン 
468 

(420) 

142,925 

(127,283) 

260 

(238) 

55.6 

(56,8) 
20 

ブラウン管式表示装置 
1,370 

(1,730) 

83,162 

(107,474) 

1,025 

(1,286) 

74.8 

(74,3) 
55 

液晶式表示装置 
963 

(719) 

135,923 

(112,878) 

672 

(498) 

69.8 

(69,4) 
55 

合  計 
4,766 

(4,803) 

543,627 

(519,128) 

3,453 

(3,511) 

※ 表中の上段は平成２２年度実績、下段括弧書は平成２１年度実績で、各事業者（自主回収及び再資

源化の義務のある事業者のみ集計し、義務者不存在分を対応した事業者を除く）の公表実績値を集

計した。 

※ 本年度集計の平成２２年度及び平成２１年度の自主回収実績には製品リユースのための回収実績

が含まれる。 

※ 再資源化実績の表中の数字は四捨五入のため、合計等は必ずしも一致しない。 

※ 再資源化とは再生部品及び再生資源として利用することをいう。 

 

 

 

 

 

 



②再資源化率の推移 
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１－１．事業系パソコン 

（１）自主回収実績 

①平成２２年度実績 

製品区分 回収重量(t) 回収台数(台) 

デスクトップパソコン 
865 

(896) 

81,983 

(83,246) 

ノートブックパソコン 
199 

(217) 

62,947 

(68,336) 

ブラウン管式表示装置 
337 

(505) 

21,452 

(35,301) 

液晶式表示装置 
319 

(310) 

60,735 

(62,344) 

合  計 
1,720 

(1,928) 

227,117 

(249,227) 

※ 表中の上段は平成２２年度実績、下段括弧書は平成２１年度実績で、各事業者（自主回収及び再資

源化の義務のある事業者のみ集計し、義務者不存在分を対応した事業者を除く）の公表実績値を集

計した。 

※ 本年度集計の平成２２年度及び平成２１年度の自主回収実績には製品リユースのための回収実績

が含まれる。 

※ 自主回収実績、再資源化実績の表中の数字は四捨五入のため、合計等は必ずしも一致しない。 

 

 

 

 

 



②回収台数の推移 

 

（２）再資源化実績 

製品区分 処理量(t) 処理台数(台) 再資源化量(t) 

デスクトップパソコン 
755 

(760) 

70,681 

(69,414) 

620 

(634) 

ノートブックパソコン 
171 

(183) 

53,606 

(56,765) 

110 

(116) 

ブラウン管式表示装置 
332 

(489) 

21,117 

(34,158) 

269 

(391) 

液晶式表示装置 
263 

(254) 

50,748 

(50,676) 

197 

(187) 

合  計 
1,521 

(1,686) 

196,152 

(211,013) 

1,197 

(1,328) 

※ 表中の上段は平成２２年度実績、下段括弧書は平成２１年度実績で、各事業者（自主回収及び再資

源化の義務のある事業者のみ集計し、義務者不存在分を対応した事業者を除く）の公表実績値を集

計した。 

※ 本年度集計の平成２２年度及び平成２１年度の自主回収実績には製品リユースのための回収実績

が含まれる。 

※ 自主回収実績、再資源化実績の表中の数字は四捨五入のため、合計等は必ずしも一致しない。 

※ 再資源化とは再生部品及び再生資源として利用することをいう。 

 

 

 

 

 



参考（一般社団法人パソコン３Ｒ推進協会集計値） 

（１）自主回収実績 

製品区分 回収重量(t) 回収台数(台) 

デスクトップパソコン 
1,734 

(1,691) 

174,476 

(165,705) 

ノートブックパソコン 
348 

(375) 

110,795 

(118,993) 

ブラウン管式表示装置 
554 

(660) 

36,431 

(46,210) 

液晶式表示装置 
616 

(595) 

113,354 

(112,006) 

合  計 
3,252 

(3,321) 

435,056 

(442,914) 

（２）再資源化実績 

製品区分 処理量(t) 処理台数(台) 再資源化量(t) 再資源化率(%) 法定目標(%) 

デスクトップパソコ

ン 

1,419 

(1,350) 

142,565 

(131,248) 

1,144 

(1,097) 

80.6 

(81.2) 
50 

ノートブックパソコ

ン 

235 

(256) 

73,344  

(79,443) 

154 

(160) 

65.4 

(62.4) 
20 

ブラウン管式表示装

置 

502 

(597) 

32,492 

(41,469) 

388 

(476) 

77.4 

(79.7) 
55 

液晶式表示装置 
433 

(411) 

82,000 

(78,976) 

335 

(302) 

77.3 

(73.4) 
55 

合  計 
2,588  

(2,614) 

330,401 

(331,136) 

2,021 

(2,034) 

※ 表中の上段は平成２２年度実績で、下段括弧書は平成２１年度実績である。なお、平成２２年度実

績は、一般社団法人パソコン３Ｒ推進協会会員５１社及びパソコン３Ｒ推進協会による義務者不存

在パソコンの回収実績の集計値である。 

※ 本年度集計の平成２２年度及び平成２１年度の自主回収実績には製品リユースのための回収実績

が含まれる。 

※ 自主回収実績、再資源化実績の表中の数字は四捨五入のため、合計等は必ずしも一致しない。 

※ 再資源化とは再生部品及び再生資源として利用することをいう。 



１－２．家庭系パソコン 

（１）自主回収実績 

①平成２２年度実績 

製品区分 回収重量(t) 回収台数(台) 

デスクトップパソコン 
1,303 

(1,283) 

119,186 

(111,579) 

ノートブックパソコン 
335 

(281) 

97,569 

(80,018) 

ブラウン管式表示装置 
1,038 

(1,241) 

62,045 

(73,316) 

液晶式表示装置 
798 

(562) 

94,138 

(72,322) 

合  計 
3,474 

(3,367) 

372,938 

(337,235) 

※ 表中の上段は平成２２年度実績、下段括弧書は平成２１年度実績で、各事業者（自主回収及び再資

源化の義務のある事業者のみ集計し、義務者不存在分を対応した事業者を除く）の公表実績値を集

計した。 

※ 本年度集計の平成２２年度及び平成２１年度の自主回収実績には製品リユースのための回収実績

が含まれる。 

※ 自主回収実績、再資源化実績の表中の数字は四捨五入のため、合計等は必ずしも一致しない。 

 

②回収台数の推移 

 

 

 



（２）再資源化実績 

製品区分 処理量(t) 処理台数(台) 再資源化量(t) 

デスクトップパソコン 
1,209 

(1,175) 

110,936 

(102,079) 

875 

(854) 

ノートブックパソコン 
297 

(237) 

89,319 

(70,518) 

150 

(122) 

ブラウン管式表示装置 
1,038 

(1,241) 

62,045 

(73,316) 

756 

(895) 

液晶式表示装置 
700 

(464) 

85,175 

(62,202) 

475 

(312) 

合計 
3,245 

(3,117) 

347,475 

(308,115) 

2,256 

(2,183) 

※ 表中の上段は平成２２年度実績、下段括弧書は平成２１年度実績で、各事業者（自主回収及び再資

源化の義務のある事業者のみ集計し、義務者不存在分を対応した事業者を除く）の公表実績値を集

計した。 

※ 本年度集計の平成２２年度及び平成２１年度の自主回収実績には製品リユースのための回収実績

が含まれる。 

※ 再資源化実績の表中の数字は四捨五入のため、合計等は必ずしも一致しない。 

※ 再資源化とは再生部品及び再生資源として利用することをいう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



参考（一般社団法人パソコン３Ｒ推進協会集計） 

（１）自主回収実績 

製品区分 回収重量(t) 回収台数(台) 

デスクトップパソコン 
1,403 

(1,379) 

128,425 

(120,525) 

ノートブックパソコン 
340 

(286) 

99,191 

(81,414) 

ブラウン管式表示装置 
1,056 

(1,269) 

63,130 

(74,987) 

液晶式表示装置 
827 

(594) 

99,847 

(75,890) 

合  計 
3,626 

(3,528) 

390,593 

(352,816) 

 

（２）再資源化実績 

製品区分 処理量(t) 処理台数(台) 再資源化量(t) 再資源化率(%) 法定目標(%) 

デスクトップパソコン 
1,310 

(1,271) 

120,175 

(111,025) 

955 

(925) 

72.9 

(72,8) 
50 

ノートブックパソコン 
302 

(243) 

90,941 

(71,914) 

153 

(125) 

50.7 

(51,7) 
20 

ブラウン乾式表示装置 
1,056 

(1,269) 

63,130  

(74,987) 

769 

(916) 

72.8 

(72,2) 
55 

液晶式表示装置 
729 

(496) 

90,884 

(65,770) 

498 

(334) 

68.4 

(67,2) 
55 

合計 
3,397 

(3,278) 

365,130 

(323,696) 

2,375 

(2,300) 

※ 表中の上段は平成２２年度実績で、下段括弧書は平成２１年度実績である。なお、平成２２年度実

績は、一般社団法人パソコン３Ｒ推進協会会員５１社及びパソコン３Ｒ推進協会による義務者不存

在パソコンの回収実績の集計値である。 

※ 本年度集計の平成２２年度及び平成２１年度の自主回収実績には製品リユースのための回収実績

が含まれる。 

※ 回収実績、再資源化率の表中の数字は四捨五入のため、合計等は必ずしも一致しない。 

※ 再資源化とは再生部品及び再生資源として利用することをいう。 

 



２．小形二次電池 

（１）自主回収実績 

①平成２２年度実績 

製品区分 重量(t) 

ニカド電池 
856 

(984) 

ニッケル水素電池 
227 

(205) 

リチウム二次電池 
348 

(371) 

小形制御弁式鉛蓄電池 
2,160 

(1,886) 

合計 
3,591 

(3,445) 

※ 表中の上段は平成２２年度実績、下段括弧書は平成２１年度実績で、一般社団法人 JBRC、社団

法人電池工業会及び社団法人電気通信事業者協会・一般社団法人情報通信ネットワーク産業協

会（モバイル・リサイクル・ネットワーク）の公表実績値を集計した。 

 

②回収重量の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 



（２）再資源化実績 

➀平成２２年度実績 

 

平成２２年度のリチウム二次電池の再資源化量の集計に誤りがありましたので、リチウム二次

電池の再資源化量、再資源化率、及び再資源化量の合計について、下表の赤字のとおり、訂正さ

せていただきました。 

 

製品区分 処理量(t) 再資源化量(t) 再資源化率(%) 法定目標(%) 

ニカド電池 
770 

(885) 

564 

(652) 

73.2 

(73.6) 
60 

ニッケル水素電池 
204 

(184) 

156 

(141) 

76.6 

(76.6) 
55 

リチウム二次電池 
326 

(346) 

208 

(213) 

64.0 

(61.5) 
30 

小形制御弁式鉛蓄電池 
2,160 

(1,886) 

1,080 

(943) 

50.0 

(50.0) 
50 

合計 
3,460 

(3,301) 

2,008 

(1,949) 

※ 表中の上段は平成２２年度実績、下段括弧書は平成２１年度実績で、一般社団法人ＪＢＲＣ、

社団法人電池工業会及び社団法人電気通信事業者協会・一般社団法人情報通信ネットワーク産

業協会（モバイル・リサイクル・ネットワーク）の公表実績値を集計した。 

 

②再資源化率の推移 

 

平成２２年度のリチウム二次電池の再資源化量の集計に誤りがありましたので、リチウム二次

電池の再資源化率について、下グラフの赤字のとおり、訂正させていただきました。 

 

 
 

 



（参考）各事業者団体ホームページへのリンク 

一般社団法人パソコン３Ｒ推進協会 http://www.pc3r.jp/ 

一般社団法人ＪＢＲＣ http://www.jbrc.com/ 

社団法人電池工業会 http://www.baj.or.jp/ 

社団法人電気通信事業者協会 http://www.tca.or.jp/ 

一般社団法人情報通信ネットワーク産業協会 http://www.ciaj.or.jp/ 


